













































































　その中で，本研究は「計画的行動理論（Theory of Planned Behavior， 
以下「TPB」; Ajzen, 1991）」をフレームワークとして用いる．TPBは，












































2 － 2 　EEPの類型：座学，PBL，起業家講演EEPの定義
　前述の通り，EEPという概念は幅広いものであるため，それに該当
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表 2 　全体及び科目系別のEEP受講前後での記述統計（N = 803）
項目 M SD ピアソンの積率相関係数






































































　 1 ） 起業意思（Entrepreneurial intention）は，リニャンとチェン（Liñán, 
& Chen, 2009）が開発した指標によって測定した（例：「将来のどこかの
時点で起業することを真剣に考えている」）．質問数は四問，測定の信頼性
はα = ．90．対応のあるt 検定で受講前後のスコアの差を検証したところ，
受講前（M = 3．48, SD = 1．56）と比べ，受講後（M = 3．69, SD = 1．52）
は有意にスコアが高かった：対応のあるt df = 802 = 5．68, p < ．001．
　 2 ） 受講生の起業に対する態度（Attitudes toward Entrepreneurship）は，
リニャンとチェン（Liñán, & Chen, 2009）の指標を用いて測定した（例：「『起
業』と聞くと，リスクや危険よりも，チャンスやメリットが大きいと感じ
る」）．質問数は四問（α = ．86）．受講前（M = 4．40, SD = 1．43）と比べ，
受講後（M = 4．50, SD = 1．35）は有意にスコアが高かった：対応のある 
t df = 802 = 2．16, p = ．03．
　 3 ） 身近な人々が起業に対してどんな態度を示すと回答者が認識してい
るか（主観的規範，Subjective Norm）を，リニャンとチェン（Liñán, & 
Chen, 2009）の指標を用いて測定した（例：「もし私が起業について相談
したら，きっと私の家族はみんな賛成してくれる」）．質問数は四問（α = 
.90）．受講前（M = 4．25, SD = 1．49）と比べ，受講後（M = 4．38, SD = 1．41）
は有意にスコアが高かった：対応のあるt df = 802 = 2．82, p < ．01．
　 4 ） 行動統制感（Perceived Behavioral Control）の測定にあたっては，
先行研究に倣い，自己効力感（Self-Efficacy）を操作化変数として用いた．
測定に使用したのは，リニャンとチェン（Liñán, & Chen, 2009）の指標（例：「自
分には，成功する組織をつくりあげるために必要な準備ができていると感
じる」）．質問数は四問（α = ．84）．受講前（M = 2．73, SD = 1．14）と比べ，
受講後（M = 3．44, SD = 1．20）は有意にスコアが高かった：対応のある 

































4 － 2 　RQ検証：他集団構造方程式モデリング
　本研究におけるRQを検証すべく，科目系と身近な起業家の有無の掛け






















系の受講を表すもので，PBL系科目受講生は 1 ，その他は 0 とした．もう一方の「起
業家講演」系の受講を表す変数では，同科目系を受講した回答者の値を 1 とし，

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　 1 ）モデル適合度の検証．クライン（Kline, 2010）が推奨する基準で高
い適合度が示された：χ 2  （510） = 1361．70, p < ．001, χ 2 /df = 2．67, CFI 
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